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高
屋
敷
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
準
備
委
員
会
に
つ
い
て

　
高
屋
敷
地
区
の
開
発
を
目
的
と
し

て
平
成
24
年
10
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
高
屋
敷
地
区
の
地

権
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
は
東
日
本
大
震
災
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
先
行
き
が
見
え
な

い
状
況
で
し
た
が
、
村
井
宮
城
県
知

事
が
富
県
宮
城
を
掲
げ
、
大
和
町
や

大
衡
村
へ
の
企
業
誘
致
が
進
め
ら

れ
、
高
屋
敷
地
区
へ
の
工
場
や
製
造

業
の
誘
致
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仙
台
北
部
道
路
富
谷
Ｉ

Ｃ
の
開
通
や
宮
城
県
・
富
谷
町
か
ら

の
応
援
が
後
押
し
と
な
り
、
企
業
誘

致
や
事
業
計
画
の
取
り
組
み
が
前
進

し
、
間
も
な
く
高
屋
敷
土
地
区
画
整

理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
造
成
工
事
も

始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

高
屋
敷
地
区
に
つ
い
て

　
高
屋
敷
地
区
は
、
幹
線
道
路
の
国

道
４
号
に
面
し
、
富
谷
Ｉ
Ｃ
に
も
近

く
利
便
性
が
高
い
で
す
。
ま
た
、
富

谷
町
は
若
い
人
が
多
く
、
そ
の
方
の

就
労
の
場
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
利
便
性
の
良
さ
と
若
い
活
力
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
地
区
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
昔
は
ラ
ジ
オ
の
送
信
ア
ン
テ
ナ
が

あ
り
、
役
目
を
終
え
た
現
在
、
富
谷

町
に
恩
返
し
し
、
還
元
で
き
る
場
所

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

企
業
が
進
出
し
、
新
た
な
雇
用
の
場

と
な
る
こ
と
で
、
高
屋
敷
地
区
が
富

谷
町
の
発
展
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
河
北
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　

昭
和
36
年
に
創
業
し
た
我
が
社

は
、
富
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
昭

和
38
年
開
場
）
と
富
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
ー
ス
（
昭
和
44
年
開
場
）
の
ゴ
ル

フ
場
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
富
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
昨

年
50
周
年
を
迎
え
、
富
谷
町
の
発
展

と
と
も
に
歩
み
、
現
在
で
は
、
宮
城

県
で
18
コ
ー
ス
を
備
え
る
ゴ
ル
フ
場

の
中
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
ゴ
ル
フ

場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
美
し
い

雄
大
な
景
色
が
眺
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
春
に
は
、桜
の
景
色
の
も
と
で
、

残
雪
の
山
々
を
見
渡
し
な
が
ら
プ
レ

ー
を
楽
し
め
ま
す
。

仕
事
に
対
す
る
思
い

　
“
地
元
に
愛
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
場
”

を
基
本
に
、
お
客
様
を
第
一
に
考
え

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
コ
ー

ス
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
コ
ー
ス
管
理
を
大
切

に
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
健
康
管
理

や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

富
谷
町
に
思
う
こ
と

　
住
宅
・
田
園
・
工
業
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
町
だ
と
思
い
ま
す
。
交
通

の
便
が
良
く
、
自
然
災
害
が
少
な
い

な
ど
、
暮
ら
し
た
り
、
企
業
活
動
す

る
上
で
と
て
も
優
れ
て
い
ま
す
ね
。

若
い
人
が
多
い
町
で
す
の
で
、
今
後

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
発
信

し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

高屋敷地区が開発され
富谷町発展の拠点になることを願います

昭和24年７月生まれ。仙台市宮城野区在住。昭和
49年東北放送株式会社に入社し、ラジオ局長、営
業局長などを経て、平成19年に営業局・事業局担
当取締役。平成24年６月に株式会社河北ランド代
表取締役社長に就任し、同年10月より、高屋敷土
地区画整理組合設立準備委員会の代表を務める。
趣味は明大山岳部入部から行ってきた登山。好き
な言葉は「人の和」「信頼」「ワンフォアオール・
オールフォアワン」。

今後造成が予定される高屋敷地区
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成田東小学校
せせらぎコンサート
　６月27日（金）、成田
東小学校では、せせ
らぎコンサートが開
催されました。学年
ごとに日頃から練習
していた歌を披露し、
子どもたちの元気い
っぱいの歌声に、訪
れた保護者や地域の
方々からは大きな拍
手が送られました。

しゃぼん玉遊び
　７月７日（月）、日
吉台公民館で主に小
学１・２年生を対象
としてしゃぼん玉遊
びを行いました。参
加者は、九輪という
道具を使ってできた
しゃぼん玉に「きれ
い！」「たくさんでき
た！」など歓声を上
げ、夢中でしゃぼん
玉を作っていました。

校外学習でブルーベリーについて学びました
　７月16日（水）、髙橋敏雄さんのブルーベリー農園に
て東向陽台小学校３年生の子どもたちが摘み取り体験
をしました。子どもたちは甘酸っぱい味に歓声を上げ
ながら、摘み取ったブルーベリーを食べていました。

株式会社河北ランド　代表取締役社長
高屋敷土地区画整理組合設立準備委員会　代表

鳥山　文
ぶ ん

蔵
ぞ う

 さん

伝統・歴史のある富谷カントリークラブ

地域の源
私たちの町内会 Vol.⑥

　東向陽台三丁
目町内会は、昭
和49年６月に発
足し、今年で創
立40周年を迎え
た歴史ある町内
会です。６月29
日には40周年記

念祝賀会を開催し、地区の皆さんとこれまでの歩
みを振り返り、40周年を祝いました。
　私たちの町内会で現在特に力を入れていること
は防災関係です。東日本大震災の経験を踏まえ、
防犯防災訓練や講習会などを年に数回行っていま
す。町の助成やコミュニティ助成により備蓄倉庫
や防災グッズも次第に増え、資機材使用訓練など
も積極的に行っています。こうした取り組みによ
って防災の意識が高まり、昨年行われた周辺地区
合同の総合防災訓練では、私たちの地区の参加者
が174人で盛り上がりました。
　防災と並んでもう一つ町内会で取組みを開始し
たイベントとして、「東向三どんぐりの森」とい�

�
う活動があります。主にグラ
ウンド・ゴルフなどで地区の
交流を深めており、今年第２
回目を開催しました。まだ誕
生して日は浅いですが、子ど
もからお年寄りまで多くの方に参加していただ
き、賑わいをみせています。
　また、私たちの町内会は「豊齢クラブ睦会」や「に
ゃんこの手」、「東向三グラウンドゴルフ愛好会」
など10以上のサークルや団体があり、個人やグル
ープ単位でも地域の皆さんが、夏まつりや敬老祝
賀会にとても積極的に参加しています。
　このような多くの活動を通して互いが顔見知り
になり、普段から挨拶が絶えない町内会になりつ
つあります。これ
からも明るく活気
ある町内会として
50年60年と歴史
を刻んでいってほ
しいです。

東向陽台三丁目町内会
会　長　酒井 孝夫 さん
会員数　405世帯

地域を支える町内会地域を支える町内会
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